
 長崎は、日本の産業革命の発祥地のひとつです。  

しかし、このことはあまり語られません。  

それは産業革命の「証拠」あるいは、産業活動により生み出された「作品」（歴史的機械

装置・設備、機械文明遺産など）を、直接目にしたり、映像や写真、会議や講演の議題

で、触れたり、語らう機会が少ないためではないか、と思われます。  

「百聞は一見に如かず（ Seeing is believing ）」 というように、人間の五感のうち、

視覚や触覚を通じた直接体験を原体験として持つことは、理解を助けるだけでなく、愛着

（思い入れ）を生み、想像力を誘起させて、さらなる創造や発想につながるものであると

思います。 

つまり、私たちや後に続く若者に「夢」を抱かせ、さらには、その実現の第一歩を踏み出

させてくれるのです。  

私たちの生活や社会の快適さや便利さを、陰でひっそりと支えてくれたその時その時の

「文明の利器」の長崎に残る大きな足跡の数々に、もう一度光を当ててみるための集まり

として、「長崎近代化遺産研究会」を立ち上げますので、設立のお知らせをし、 

ご参加・ご支援をお願いする次第です。 
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開催日：６月２９日（日） 
時間 17：00～20：30 

場所 長崎IKホテル（裏面参照） 

電話 ０９５－８２２－４６０５ 

FAX   ０９５－８２０－１２７２ 

Email: doutoku@viola.ocn.ne.jp 

長崎近代化遺産研究会(Nagasaki Institute of Industrial Cultural Heritage ) 

 事務局 

〒850-0025 

長崎県長崎市今博多町9-2宮川ビル２F 

事務局直通 090-9580-1321（坂本） 

時間 内 容 

  
17：00～ 

 

 

 

 

 

 

18：30～ 

設立総会（長崎ＩＫホテル）場所は裏面参照下さい 

○ 趣旨説明 

○ 役員選出 

○ 規約案 

○ 活動計画 

○ 記念講演 

 

○ 情報交換会（費用 4,500円） 

   

設立発起人 

● 梅元健治（長崎居留地ネットワーク事務局長） ● 菊森淳文（ながさき地域政策研究所 常務理事） 

● 坂本道徳（軍艦島を世界遺産にする会理事長） ● 三藤利雄（摂南大学教授） 

● 宮川雅一（長崎都市経営研究所所長）     ● 諸星彰三（長崎大学非常勤講師） 

● 余語保博（長崎居留地ネットワーク理事長） 



 
長崎近代化遺産研究会 入会申込書 

 
※ 会費（１年分、個人３０００円、学生１０００円、法人１口１万円１口以上）この用紙を事務局まで  

送りください。随時受け付けています。振込みに関しては後日連絡差し上げます。 

【問い合わせ先：長崎近代化遺産研究会 事務局 坂本 道徳 

（事務局 

〒850-0025 

長崎県長崎市今博多町9-2宮川ビル２F 

事務局直通 090-9580-1321（坂本） 

電 話 ０９５－８２２－４６０５ 

ＦＡＸ ０９５－８２０－１２７２ 

Email: doutoku@viola.ocn.ne.jp 

整理番号  

ふりがな 

氏   名 

 

 

現 住 所 

（自宅） 

〒 

 

電話              ＦＡＸ 

勤 務 先 

職 業 等 

 

 

興味 関心 

のある分野 

 

 

 

著 作 物 

論 文 等 

 

 

 

電子メール          ＠ 

ホームページ http:// 

備  考 

（連絡事項等） 

 

 

 

案内・資料の送り先   自宅  勤務先  ※通常は自宅に送ります。 

 ※総会参加の方は16：50に 

 長崎I・Kホテルに来場下さい。 

 〒850-0056  

 長崎市恵美須町7-17 

   TEL 095-827-1221 

   FAX 095-827-1241 


